
手話『ともだちになるために』のようす

相愛大学人間発達学部同窓会報（第16号）2022年4月1日

　
発
達
栄
養
学
科
で
は
大
阪
ガ

ス
と
連
携
し
「
パ
パ
ッ
と
で
き

る
！
大
阪
産
を
使
っ
た
健
康
・

時
短
・
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ
！
和
ご
は
ん
」

と
い
う
食
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
発
達

栄
養
学
科
の
学
生
が
調
理
の
サ

ポ
ー
ト
、「
栄
養
・
食
の
情
報
」

に
つ
い
て
の
学
生
レ
ポ
な
ど
を

行
い
、
10
月
３
日
、
10
月
６
日
、

10
月
20
日
の
計
３
回
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
学
生
レ
ポ
で
は
、
毎
回
学
生

が
決
め
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
、
発

表
を
し
て
お
り
ま
す
。
10
月
３

日
は
「
食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
12
を
実
践
」、
10
月
６

日
は
「
機
能
性
表
示
食
品
」、

10
月
20
日
は
「
骨
・
歯
を
守
る

　
伝
統
料
理
の
利
用
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
、
参
加
者
の
皆
様

は
熱
心
に
聞
い
て
下
さ
っ
て
お

り
ま
し
た
。
調
理
実
習
で
は
１

テ
ー
ブ
ル
２
名
ま
た
は
３
名
で

各
自
が
自
分
の
分
の
み
調
理
し
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
学
生
が
１
人
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
入
っ
て
い
ま
し

た
。
学
生
は
参
加
者
の
方
々
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
取
り

楽
し
そ
う
に
調
理
実
習
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。
学
生
レ
ポ
・

調
理
実
習
に
お
い
て
も
人
に
何

か
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
、

学
生
に
は
と
て
も
良
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
調
理
・
学
生
レ
ポ
だ
け
で
な

く
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
阪
に
よ

る
大
阪
産
の
野
菜
に
つ
い
て
の

お
話
、
骨
密
度
や
体
組
成
の
測

定
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

骨
密
度
や
体
組
成
の
測
定
で
は
、

結
果
か
ら
管
理
栄
養
士
の
先
生

か
ら
栄
養
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
食
に

つ
い
て
の
豆
知
識
や
意
外
な
落

と
し
穴
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
加
者
の
中
に
は
リ
ピ
ー

タ
ー
も
お
ら
れ
、
皆
様
良
い
笑

顔
で
参
加
し
て
下
さ
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
自
粛

期
間
も
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

な
ん
と
令
和
３
年
で
８
年
目
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
対
策
を
一
層
強
化
し
、

来
年
度
も
実
施
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

６
年
目
を
迎
え
た  「
あ
い
あ
い
相
愛
お
は
な
し
の
へ
や
」

「つながり」を大切にする場所

発達栄養
学科

　
子
ど
も
発
達
学
科
と
住
之
江

区
役
所
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
平
成
28
年
３
月
に
開
設

さ
れ
た
「
あ
い
あ
い
相
愛
お
は

な
し
の
へ
や
」（
以
下
「
あ
い
あ

い
」
）
は
、
６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
「
あ
い
あ
い
」
は
、
お
は
な

し
隊
（
学
生
・
教
職
員
）
が
、
絵

本
や
大
型
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
紙
芝

居
、
お
は
な
し
劇
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ス
タ
イ
ル
で
お
は
な
し
を

上
演
し
、
子
ど
も
と
保
護
者
が

一
緒
に
楽
し
む
活
動
で
す
。
お

は
な
し
隊
は
主
に
２
～
４
回
生

の
学
生
で
す
。
毎
回
お
は
な
し

の
選
定
や
練
習
、
リ
ハ
ー
サ
ル

と
時
間
を
か
け
て
準
備
し
、
本

子ども発達
学科

相
愛
大
学
＆
大
阪
ガ
ス

食
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

番
に
臨
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

実
践
を
通
し
て
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
を
実
現
し
、
先

生
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講

じ
た
う
え
で
、
第
１
回
を
７
月

29
日
、
第
２
回
を
12
月
11
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
第
１
回
は
久

し
ぶ
り
の
開
催
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
「
楽
し

み
！
」
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

部
屋
へ
入
っ
て
き
て
、
お
は
な

し
隊
の
学
生
た
ち
も
と
て
も
嬉

し
そ
う
で
し
た
。
第
２
回
で
は
、

新
た
な
試
み
と
し
て
曲
に
合
わ

せ
て
手
話
を
行
い
、
み
ん
な
で

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
客
員

教
授
の
中
西
利
恵
先
生
を
ア
ド

2021年度 2020年度 人間発達学部同窓会　会計報告 人間発達学部同窓会 予算（案）

左記のとおり会計報告
いたします。

相愛大学
人間発達学部同窓会
会　　計　河畑 かなえ
　　　　　吉川　歩

会計監査の結果、
左記に相違ありません。 
 
相愛大学
人間発達学部同窓会
会計監査　太田 全美
　　　　　松岡 眞生

収入 備考 支出 備考
前年度繰越金 29,815,302 定期預金・小口の合計 大学同窓会連絡会拠出金 300,000
同窓会会費 27,80,000 総会費用 0 総会中止
UFJ銀行利息 150 同窓会会報：印刷費 476,300
UFJ定期利息 854 同窓会会報：発送費 505,813
学科活動費利息 25 同窓会会報：封入作業費 15,840

通信費 530 郵便代含む
交通費 1,120
事務費 1,522
広告料（同窓会ホームページ） 174,900 校章のロゴ変更、端末対応

卒業記念品代 76,459
寄付（人間発達学部） 60,000
雑費 3,135
予備費 0
小計 1,615,619
次年度繰越金 30,980,712

合計 32,596,331 合計 32,596,331

単位：円 単位：円2021年3月31日
収入 金額 支出 金額

前年度繰越金 30,980,712 大学同窓会連絡会拠出金 300,000
同窓会会費 総会費用 150,000
20,000×140名 2,800,000 同窓会会報：印刷費 480,000

同窓会会報：発送費 510,000
同窓会会報：封入作業費 16,000
通信費 2,000
交通費 4,000
事務費 2,000
広告料（同窓会ホームページ） 480,000
卒業記念品代 95,000
寄付（人間発達学部） 60,000
雑費 3,500
予備費 20,000
小計 2,122,500
次年度繰越金 31,658,212

合計 33,780,712 合計 33,780,712

卒年 氏名 旧姓 忌日

女専
S14 井上　澄子 R3.5.13
S14 墨谷　華 宮南 R2.5.22
S19 髙田　芳子 R3.1.12

国文

S29 遠藤　泉 山内 H26.5.25
S32 田村　京子 大野 R2.3.1
S52 稲葉美紀子 川辺 R2.9.4
H11 本田由紀子 村田 R2.11.23
H11 金光　理美 R2.11.6

被服

S22 辻本　敦子 近藤 R2.12.8
S24 杉本　綠 R3.3.8
S31 灰谷　桂子 小室 R2.12.25
S33 古川夫佐子 中 R3.1.13
S35 髙橋　英子 藤川 R2.12.19
S39 木村　郁代 森 R3.2.21
S39 荻野　満子 桒原 H11.9.12
S40 北田　宏子 朝田 R2.7.11
S53 溝川　尚子 𠮷見 R2.12.12

食物

S22 小竹　頴子 長沢 R2.9.14
S22 岡本　淑子 半田 R1.10.13
S24 井上　和子 門田 H31.1.30
S25 新井　弘子 井上 R2.9.18
S31 南方千代美 中出 H27.3.15
S35 田中　暎子 酒井 R2.10.20
S45 益田　悦子 R2.7.25
S47 武田久美子 岡野 R1.8.21

※
掲
載
は
、
ご
家
族
の
承
諾
を
得
た
場
合
の
み
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

物
故
者
名（
敬
称
略
）〈
令
和
3
年
度
届
〉
令
和
4
年
2
月
4
日
現
在

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お
招
き
し
、

保
護
者
の
方
に
、
お
は
な
し
を

通
じ
て
子
ど
も
と
対
話
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
ご
講
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
日

は
お
は
な
し
隊
出
身
の
卒
業
生

が
子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
実

践
し
た
演
目
を
懐
か
し
み
な
が

ら
親
子
で
楽
し
み
、
現
役
お
は

な
し
隊
に
も
エ
ー
ル
を
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
方
々
や
卒
業

生
と
学
生
が
「
つ
な
が
り
」
を

大
切
に
で
き
る
場
所
の
一
つ
と

し
て
、「
あ
い
あ
い
」
を
開
催
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

追
　
悼

相
愛
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授

　
　      

　
　
小
原
国
彦
先
生
を
偲
ん
で

　
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
大
学
祭
で
は
、
講
堂
に
て
１
回
生
・
２
回
生
へ
の
ク

ラ
ブ
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
支
部
の
同
窓
会
が
中
止
と
な
る
中
、
同
窓
会
報
の
発

行
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。
こ
の
状
況
が
早
く
終
息
へ
向
か
い
ま
す
こ
と
と
、
皆

様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
３
年
４
月
12
日
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授
の
小
原

国
彦
先
生
が
享
年
１
０
０
で
ご
逝
去
さ
れ
、
告
別
式
は
ご
家
族
様

の
み
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
は
昭
和
38
年
４
月
に
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
生
活
学
科
食

物
専
攻
の
食
品
分
野
教
員
と
し
て
ご
着
任
さ
れ
助
教
授
、
教
授
と

し
て
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
ま
で
、
多
数
の
学
生
を
ご
指
導
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
先
生
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
指
導
と
ご
厚
志
に
心
か
ら
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
先
生
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
念
じ
あ
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
合
掌
　
　
桒
原
　
和
加
子

編
集
委
員 

（
５０
音
順
）

今
宮
康
太
郎

江
國
　
和
史

河
畑
か
な
え

桒
原
和
加
子

小
林
貴
美
子

新
谷
　
美
子

寺
川
　
舞

西
尾
　
洋
子

服
部
由
利
子

福
井
　
千
尋

古
川
真
理
子

堀
野
　
成
代

曲
田
　
映
世

吉
川
　
歩

過去帳納め
同窓会にお知らせがあった物故者のお名前を毎年2月に、大谷本
廟の学園関係者過去帳に記入しお納めさせて頂いております。

，


